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──いきいき通信では、男女共同参画に関する情報をお知らせします。大船渡市男女共同参画情報 

いきいきいきいき通 信
編集・問い合わせ先＝男女共同参画室

TEL 0192･27･3111（☎︎内線278）FAX 0192･27･8878
市は、持続可能な開発目標（SDGs）を踏まえて
各種取り組みを推進しています。

◆人権相談【担当：市民環境課】
　各種ハラスメントや心身への傷害、誹謗中傷、
差別など、性的マイノリティーに関することも含
めて「人権侵害かも？」と思えることについて、相
談対応しています。
◆女性相談・子ども家庭相談【こども家庭センター】
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレ
ンス）や離婚、ひとり親家庭の支援に
関すること、子育てに関する悩みや
心配事など、各種相談支援を行って
います。
◆就業相談【商工課】
　就職や転職、職場での悩みなどの相談や、求人

情報の提供、応募書類作成支援などに
対応しています。
◆生活困窮者の自立相談【地域福祉課】
　さまざまな困りごとを抱える人を支援するた
め、どのような支援が必要かを一緒に考え、具体
的な支援プランを作成し、支援しています。
◆児童・生徒の相談【教育研究所】
　専門の相談員が、児童・生徒が抱える悩みや相
談に、直接または電話で対応しています。
◆各相談先担当課などの市ホームページ

市民環境課 こども家庭センター 商工課 地域福祉課 教育研究所
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【Ｅメール】anshin@ipa.go.jp

各種専門の相談員が無料で相談に応じます。気になったら悩まずに相談を！

上水道事業と簡易水道事業を統合

　水道事業の置かれている経営環境は、人口減少
に伴い給水収益が減少する一方で、施設の老朽化
による更新費の増大、多発する自然災害への対策
など年々厳しさを増しています。
　こうした環境の変化に対応するため、長期的な
視点で経営シミュレーションを実施しました。
　その結果、上水道事業と簡易水道事業を統合す
ることで、新たに国庫補助事業を導入することが
できるようになることや、一般会計からの繰入金
の額を抑える効果があるなど、市全体として将来
にわたり健全な財政運営を維持し、安全な水を安
定的に供給していくために最善であると判断し、
令和６年４月１日に事業統合しました。

経営戦略策定の目的

　統合により経営環境が大きく変化することか
ら、中長期的な視点に立った「投資・財政計画（収
支計画）」を検討し、将来にわたって安定的で持続
可能な事業運営を確立するため、計画期間を令和
６年度から令和15年度までの10年間とする経営戦
略を新たに策定し、経営基盤の強化と財政マネジ
メントの向上に取り組みます。

経営の基本方針

　水道法に掲げられている水道の目的の三原則で
ある「清浄」、「豊富」、「低廉」の理念に基づき、将来
にわたって安全で良質な水道水を安定的に供給し
続けるという使命を達成するため、次のとおり経
営の基本方針を定めます。

経営の基本方針

•施設規模の適正化
•適正工法および仕様の検証および選定

⑴　水道施設などの合理化02

•計画的な事業推進および財源の確保
•組織、機構などの再編
•収支構造の適正化
•料金収納の強化
•企業債残高の縮減
•業務委託の検討

⑴　経営基盤の強化04

•施設の適正な維持管理
•老朽管などの更新・耐震化
•漏水防止対策
•水質監視体制の強化

⑴　安定給水の確保01

•未給水地域解消などの給水サービスの拡充
•利便性の向上
•安全・安心な水の提供

⑴　水道サービスの向上03

大船渡市水道事業経営戦略を新たに策定しました大船渡市水道事業経営戦略を新たに策定しました

財政収支の見通し

　経営シミュレーションでは、現在の水道料金を
据え置いた場合、統合初年度の令和６年度から赤
字となり、事業費用を事業収益で賄うことができ
ず、令和18年度には資金不足に陥り、事業を継続
することができない状況となります。
　事業を継続するためには、令和８年度に14％程
度の料金改定が必要であり、以降令和37年度まで
に３回程度の料金改定が必要と試算しました。
　料金改定率については、今後、投資事業費、資

金残高の目標値および企業債借入率などを事業規
模に合わせて再検討していきます。

経営改善に向けた取り組み

　施設の長寿命化、老朽管などの更新・耐震化に
関する更新計画の策定、今後の水需要に応じた施
設・機械設備・管路などの適正規模への縮小など
により、経費の削減に取り組みます。
　経営戦略の全文については、市ホー
ムページをご覧ください。
▶問い合わせ先＝水道課庶務係（☎︎内線207）

市ホームページ


